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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文では、SCM（Supply Chain Man gement）の概念から、その展開課題であるDCM（Demand Chain Man gement）
の概念の確立までのプロセスに焦点を合わせ、両者の特徴を明確し、DCMを実現するためのフレームワークを
提案する。 
 本文において先ず、SCMの発展プロセスに焦点をあてる。第１章では、SCMに関する代表的な文献をレビュー
し、SCMの基本的な概念や理論的な構成などについて概括する。その過程で、SCMに関する様々な分野における
研究を６つの大きな課題にまとめ、それらの特徴や包含するコンテンツを詳細に論じ、最後に課題別にカテゴ
リー化を行う。また、鞭効果（需要拡大効果）についての簡略化したモデルを提案し、サプライチェーンにお
ける情報共有の実施はSCMを実現する最大な突破口であることを論証する。 
 以上の研究を基礎として、第２章では、SCMの概念形成やその発展プロセスが、米国、日本などの先進工業
国では無く、開発途上国ではどのような経緯をたどるのかを論証するため、中国におけるSCM実施の現状やそ
の発展プロセスを例に挙げて検討する。具体的には、SCMに関わる中国の産業構造や企業間関係などについて
詳細に述べ、物流やサプライチェーンに対する認識の変化から実際それらを実践していくまでのプロセスを明
らかにする。そして、現在サプライチェーンの構築やSCMの実現に向けて取り組んでいる中国企業３社の例を
取り上げ、中国におけるSCM実施の現状とその問題点について検討する。 
 第３章においては、今まで発展してきたSCM概念について、その発展には局限性があることを論じるととも
に、DCM概念の重要性及びその実現の必要性を論じる。そして、1990年代末から本格的に始まったDCMの研究
に関する文献をレビューし、それに対する理論的研究および実証的研究を詳細に分析し、現段階においてその
概念に関する共通認識や未解決の問題などについて述べる。 
 第４章においては、DCM概念を更に明確にするとともに、現段階における DCM具体化の際の課題を解決する
ため、独自の観点から、DCMを具体化するシステムの構築を提案する。それはデマンド情報の類型化から顧客
あるいは市場のデマンドを顕在化させ、サプライ側が担っている製品やサービスの開発から顧客に届けるまで
の全てのファンクション（本論文ではメイン・ファンクションと定義付けている）と結びつけることでデマン
ドチェーンの形成を促すシステムである。そして、そのデマンドチェーンを有効に利用し、その効率性を高め
るために、デマンド情報を幅広く収集し、多方面からサプライ側のメイン・ファンクションをサポートするCISC
（Customer Information Service Cent r）の設置を提案する。それによって、CISCを中心とする DCMシステ
ムの構築が可能になる。また、デマンドチェーンにおける知識の共有の観点から DCMにおける KBV
（Knowledge-Based View）の重要性を主張し、ナレッジマネジメントの概念がDCMに適用することを論証する。
それによって、DCMシステムの構築においてKBVの概念が生かされ、CISCの設置に有効的なDCMにおけるナレ
ッジマネジメント実現の可能性が検討される。 
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 最後に、以上の論点をまとめ、その統合が計画されるべきSCMとDCMの関連付け及びそれぞれが果たすべき
役割を再確認し、両者の統合によるバリューチェーンの再構築について提言する。そして、本論文での提案や
それに向けての取組みなどを踏まえた上で、今後の課題を述べる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、近年の経営に関わる重要な研究課題として注目されてきたSupply Chain Management（以降、SCM
と略称）の発展形もしくは対応する概念とされるDemand Chain Management（以降、DCMと略称）という概念に
注目し、その概念の出現要因、SCMとの関連性、及び実現方策などについての研究である。学会や実務界での
この課題についての議論や研究は、SCMより大分遅れて1990年代末から始まったこともあり、DCM概念はまだ
完全に確立されておらず、さらにDCMを実現する具体策が提案される研究はまだ少なく、未だに模索段階に留
まっているのが現状である。このような状況下で、本論文ではDCMがSCM研究から展開した課題という認識に
基づき、SCM及び DCMに関する代表的な文献をレビューし、両概念の理論的構成や今日までの研究成果を体系
的にまとめ、先行研究による共通認識や問題点などを分析した上で、両者の関係性を明らかにし、最終的にDCM
を実現する一つの具体的な方策を提案するとともに検討課題を整理したものである。 
 第１章では、ロジスティクスからSCMに至る歴史および現状をテーマに、今までの代表的な文献をレビュー
し、SCMの基本的な概念や理論的な構成について分析を行っている。それによって、SCMの発展プロセスを明確
にし、様々な分野による SCM研究の成果や特徴などを分類、整理している。また、SCM研究の発展に最も貢献
した鞭効果の研究に焦点をあて、先行研究を拡張した著者独自の鞭効果解析モデルを作成し、その分析から新
たな鞭効果の発生要因を導出するとともに、SCMの実現に顧客や市場からのデマンド情報の共有が決定的な役
割を果たしていることを再確認している。 
 第２章では、SCM発展プロセス研究の一環として、発展途上国においてどのような発展プロセスをたどりつ
つあるのか、とりわけ、社会主義の国々において、あるいは計画経済体制の下で経営を行ってきた企業では、
この概念の適応性があるのかを検証している。とりわけ、中国のSCM概念導入前後の産業構造と企業間関係の
変化に焦点をあて、第１章で明らかにした先進国で経験したSCMの発展プロセスと対比しながら、中国におけ
るサプライチェーンの変遷の特徴だけでなく独特な企業経営メカニズムなどをも明確にしている。また、現在、
サプライチェーン構築やSCMの実現に向けて取り組んでいる中国企業に注目し、それらの取組みの実態を分析
し、中国におけるSCM実施の現状と課題を明らかにしている。 
 第３章では、特に第１章の研究成果からSCM実施の目的は、効率向上及び情報共有の２つのキーワードに関
わると認識した上で、この二つのキーワードを基礎とする SCM概念の限界を指摘し、DCM概念登場の必然性を
検討することから出発する。まず、SCMの理論では顧客ニーズの重要性が指摘されるが、一現実の SCMは、顧
客ニーズよりも、効率性重視に偏向しているのでDCM概念が必然的に登場、浮上すると指摘する。そして、こ
の観点に基づき、近年行われているDCMに関する先行研究を理論編と実証編に分けて分析を行っている。その
結果、DCM概念の必要性に対する肯定的な結論やサプライチェーンとデマンドチェーンの関連性に対する共通
認識を提示し、DCM概念について独自に定義している。 
 第４章では、先行研究から明らかにしたDCMに関する共通認識や不足点などを参考にし、顧客からのニーズ
要求（デマンド情報）をいかに川上企業から川下企業に至る各企業の付加価値増殖機能に到達させるかに焦点
を当てる。まずはデマンド情報の類型化に関する検討を行った後、５つの情報メディアタイプを横軸に配し、
バリューチェーン内の付加価値増殖機能をカテゴリー化した企業内もしくは企業間の連携した４つのメインフ
ァンクンョンを縦軸に配するDCM戦略マトリックスを構成し、そのマトリックスがDCMの業務戦略を検討する
上で重要な役割を演ずることを示す。そして一つの有用な業務戦略として、メディアと付加価値増殖機能をリ
ンクするルーター・システムの役割を果たす CISC（Customer Information Service Center）の設置を提案し
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ている。次に、すでにこのCISCに該当すると考えられる日本企業数社の事例を分析し、DCM実現のための業務
戦略としてCISCが有用であることを検証している。さらに運営主体やメディアの違いなどから複数のタイプの
CISCが存在しうること、CISCの展開可能性などについて検討している。 
 本論文は主にSCMからDCMへ展開する要因の究明やDCMを実現するための業務戦略、システム構築に主な焦
点を当て、SCMとDCMの統合に関わる検討までには至らず今後の課題として残されている。また、DCMをシステ
ムとして具体化するためには顧客ニーズを付加価値増殖機能にいかに変換し、活用していくのか等の議論が必
要になるが、課題の提示に留まっており、今後の検討課題として残されている。こうした課題があるものの、
SCMの発展プロセス、及びDCMへ展開する要因、DCMの基本的な概念構成、それを実現するCISCを中心とする
具体策、及びシステム構築のフレームワークを独自な視点から研究し、実効性のある提案を行ったことは、SCM
研究及びその発展概念としてDCM研究に大きな貢献するものと評価し、博士（経営学）を授与することに値す
ると判断する。 
 
